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第６１回全国高等学校教頭・副校長会 

総 会 及 び 研 究 協 議 大 会 要 項 
 

～統一主題～ 

「未来を拓く心豊かな人づくりに向けた高校教育の推進」 

～社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、自らの人生を切り拓いていく人材の育成～ 

 
期   日  令和４年８月３日（水）～８月５日（金） 

 

日程・会場 

第１日 〇全国研究部会           Zoom によるオンライン開催 

         入室受付       12:30～ 

         全国研究部会     13:00～14:00 

 

       〇全国理事研究協議会        Zoom によるオンライン開催 

         入室受付       14:00～ 

         講 演        14:15～15:15 

         全国理事研究協議会  15:25～17:15 

 

   第２日 〇全体会              金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

         入室受付       9:00～ 

         開会式・講話・総会   9:30～11:30 

         歓迎公演        11:30～12:00 

         講 演         13:00～14:30 

       〇分科会             金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

         第１分科会       14:45～16:45    

         第２分科会          〃         

         第３分科会          〃       

         情報交換会      16:45～17:15 

  

   第３日 〇分科会              金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

         入室受付       9:00～         

         第１分科会      9:30～11:30    

         第２分科会        〃        

         第３分科会          〃     
 
主   催  全国高等学校教頭・副校長会 

主   管  北信越地区高等学校教頭・副校長会（主管県 石川県） 

後   援  文部科学省             石川県教育委員会 

            全国高等学校長協会   石川県高等学校長協会 

       公益財団法人日本教育公務員弘済会石川支部 

 

 



2 
 

第６１回全国高等学校教頭・副校長会総会及び研究協議大会 開催要項 

 

 

１ 目  的 全国高等学校教頭・副校長の連携を図るとともに、高等学校教育の諸課題につ

いて研究協議を行い、時代の進展に即応する教頭・副校長としての資質の向上

と高等学校教育の充実を図る。 

 

２ 主  催 全国高等学校教頭・副校長会 

 

３ 主  管 北信越地区高等学校教頭・副校長会（主管県 石川県） 

 

４ 後  援 文部科学省、石川県教育委員会、全国高等学校長協会、石川県高等学校長協会、

公益財団法人日本教育公務員弘済会石川支部 

 

５ 期  日 令和４年８月３日（水）～８月５日（金） 

（8月3日(水)は全国役員のみの参加で、一般参加者は8月4日(木)・5日(金)の参加となります。） 
 

 

 

７ 会  場   （県外からのご参加はオンライン「Zoom」のみとなります。） 

8/3（水）      全国研究部会・理事会講演・全国理事研究協議会（オンライン開催） 

8/4（木）～8/5（金） 開会式・講話・総会・講演・分科会・情報交換（ハイブリッド開催） 

会場：金沢市文化ホール 住所：〒920-0864 石川県金沢市高岡町 15 番 1号 

                                電話：076-223-1221 

 

 

 

 

６ 日  程   
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開  会  式 
 

 

日 時 ８月４日（木）９：３０～９：５０ 

場 所 金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

 

 

１ 開会のことば 

    全国高等学校教頭・副校長会 副会長         内藤  京 

 

２ 国歌斉唱 

 

３ 挨  拶 

    大会運営委員長                   河岸 美穂 

    全国高等学校教頭・副校長会 会長          福田 洋三 

 

４ 来賓祝辞 

    文部科学省初等中等教育局長             伯井 美徳 様 

    石川県教育委員会教育長               北野 喜樹 様 

    全国高等学校長協会 会長              石崎 規生 様 

 

５ 来賓紹介 

  〔来 賓〕 

    文部科学省初等中等教育局長             伯井 美徳 様 

    石川県教育委員会教育長               北野 喜樹 様 

    全国高等学校長協会 会長              石崎 規生 様 

    石川県高等学校長協会 会長             中村 義治 様 

 

６ 閉会のことば 

    全国高等学校教頭・副校長会 副会長         内藤  京 

 

 

 

 

 

司  会  辻  智子（石川・明和特別支援） 

釜田  渉（石川・野々市明倫） 
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講    話 
 

日 時 ８月４日（木）９：５５～１０：３５ 

場 所 金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

 

 

  演 題 
 

   「当面する教育課題について」 
 

 講師 文部科学省初等中等教育局 視学官 
 

                  矢 幅 清 司 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司  会  辻  智子（石川・明和特別支援） 

釜田  渉（石川・野々市明倫） 
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－ 講 話 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 
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総    会 
 

 

日 時 ８月４日（木）１０：４５～１１：３０ 

場 所 金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

 

 

１ 議長選出 

 

２ 議  事 

（１）令和３年度事業報告・・・・・・・・・・ 副 会 長  内藤  京（山 梨） 

（２）令和３年度決算報告・・・・・・・・・・ 会   計  黒谷 邦男（東 京） 

（３）会計監査報告・・会計監査  秋元 俊一（埼 玉）   谷  裕之（千 葉） 

（４）令和４年度役員選出・・・・・・・・・・ 会  長  福田 洋三（東 京） 

（５）令和４年度部会組織について・・・・・・ 副 会 長  内藤  京（山 梨） 

（６）新会長あいさつ・・・・・・・・・・・・ 会   長  福田 洋三（東 京） 

（７）令和４年度事業計画について・・・・・・ 副 会 長  内藤  京（山 梨） 

（８）令和４年度予算について・・・・・・・・ 会   計  黒谷 邦男（東 京） 

（９）令和４年度研究発表について・・・・・・ 副 会 長  内藤  京（山 梨） 

（10）令和５年度研究発表について・・・・・・ 副 会 長  内藤  京（山 梨） 

（11）令和６年度全国大会開催県発表・・・・・ 副 会 長  内藤  京（山 梨） 

（12）全国大会宣言、分科会統一主題・・・・・ 会   長  福田 洋三（東 京） 

 

３ 令和５年度全国大会準備委員長挨拶・・・・ 準備委員長 岡島 正純（愛 知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長  総務副部長 田代  武（神奈川） 

 

司  会  辻  智子（石川・明和特別支援） 

釜田  渉（石川・野々市明倫） 
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歓 迎 公 演 
 

 

日 時 ８月４日（木）１１：３０～１２：００ 

場 所 金沢市文化ホール（オンライン配信） 

 

遊学館高等学校 

バトントワリング部・吹奏楽部 

 

 

 

 

 

 

 

《学校及び部活動紹介》 

本校は、明治 37年 11 月、女子教育の振興を計るため、女子に必要な高等普通教育を授

け、かつ師範学校への入学を志す者のために予備学科を教授する目的で、金沢市下主馬町

（現：菊川２丁目）に金城遊学館を創設しました。その後、私立金城女学校、学校法人金城

高等学校などの改称を経て、平成 8 年に「遊学館高等学校」に名称変更し男女共学となりま

した。 

バトントワリング部は 1977 年（昭和 52年）創設、今年で 45 年目を迎えています。毎年

の夏に行われる全国大会「ジャパンカップ全国高校選抜大会」では、過去４年連続優勝（４

連覇）を達成しています。また昨年 12 月の冬の全国大会「バトントワリング全国大会」で

は、33 年連続北陸代表として出場し、通算 16回目の金賞を受賞しました。この冬の全国大

会では、過去６度のグランプリと文部科学大臣賞を受賞し、日本一の栄冠に輝き、2019 年

には史上初の２連覇を達成しました。 

 吹奏楽部は創部 90 年を迎え、年間を通して様々なコンサート・イベント、また同校野球

部・サッカー部の応援演奏、幼稚園・小中学校での音楽鑑賞教室や福祉施設への訪問演奏な

ど、積極的に活動幅を広げています。コンクール活動では、石川県代表として出場している

北陸吹奏楽コンクールでは 10 年連続出場、また全日本アンサンブルコンテストやマーチン

グバンド全国大会には５回出場しています。2018 年、韓国釜山で行われた「東アジア文化

都市 2018」に招待され、初の海外公演を行いました。美しく色彩豊かなサウンドは県内外

から高い評価を得ています。 
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講   演 
 

日 時 ８月４日（木）１３：００～１４：３０ 

場 所 金沢市文化ホール（ハイブリッド開催） 

 

 

 

  演 題 
 

創造的世界の創造的要素という自覚 

～災禍の中で人間形成論を再考する～ 
 

      講師 石川県西田幾多郎記念哲学館 館長 
 

                      浅見 洋 様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          講師紹介  石川大会運営委員長  河岸 美穂 

 

司  会  釜田  渉（石川・野々市明倫） 

        田口 雅範（石川・金沢中央） 
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【講師紹介】 

石川県西田幾多郎記念哲学館 館長  浅見 洋 氏 

  

 

  

1951 年石川県能登町（旧柳田村）生まれ。金沢大学大

学院文学研究科哲学専攻修了、筑波大学にて論文博士（文

学）取得、専攻分野は日本哲学、宗教哲学、死生学、医療

倫理。現在、石川県西田幾多郎記念哲学館館長、石川県

立看護大学名誉教授。 

 

国立石川工業高等専門学校教授（哲学、倫理、ドイツ

語）、ミュンヘン大学プロテスタント神学部在外研究員

などを経て、2000 年 4 月より石川県立看護大学大学教授

（哲学、生命倫理、日本哲学史、卒論）、同大学院教授

（看護デザイン、ケアと哲学、老年看護、論文指導）、図

書館長、学生部長、学長補佐などを兼任。2017 年 3 月に

石川県立看護大学を定年退職し、同大特任教授、同大学

名誉教授となる。この間、東京大学大学院教育学研究科

併任教授、ライプツィヒ大学東アジア研究所日本学客員

教授、鈴木大拙館設置懇話会座長などを歴任。2016 年 4 月より石川県西田幾多郎記念哲学館

館長。 

 

現在の主な所属学会は日本宗教学会（理事）、西田哲学会（理事）、日本エンドオブライフ

ケア学会（理事・監事）、比較思想学会（理事）、田辺元記念哲学会（顧問）などであり、石

川県博物館協議会監事、公益信託能登町エンデバーファンド 21 運営委員長、かほく市市史編

纂委員などもつとめる。哲学に関する研究と教育によって第 9 回暁烏敏賞、第 16 回比較思想

学会研究奨励賞、第 78 回北國文化賞、2016 年度石川県立看護大学ベストティーチャー賞な

どを受賞。 

 

主な業績には『西田幾多郎全集 別巻』（編集代表）岩波書店、『西田幾多郎とキリスト教

の対話』朝文社、『西田幾多郎－生命と宗教に深まりゆく思索』春風社、『二人称の死―西

田・大拙・西谷の思想をめぐって』春風社などの西田哲学関連の著作の他、 『高橋ふみの生

涯と思想―おふみさんに続け！女性哲学者のフロンティア』ポラーノ出版や K・ラマ―『悲し

みに寄り添う』（共訳）新教出版社などがある。 

 

現在の息抜きはウォーキング、花と石の鑑賞で、毎日 7000 歩を目標に散歩、何もない休日

にはしばしば車で遠出し、季節の花や鉱石を楽しむ。 
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－ 講 演 Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ － 
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第１分科会 
 

管理運営研究 

  教頭・副校長の職務内容と管理運営上の諸課題 
 

日 時 ８月４日（木） １４：４５～１６：４５ 

    ５日（金）  ９：３０～１１：３０ 

  

助言者 文部科学省初等中等教育局児童生徒課 

生徒指導室生徒指導企画係長 柾木  渉 様（４日） 

いじめ・自殺等対策専門官  蓜島 尚範 様（５日） 

     石川県立金沢北陵高等学校 校長 髙倉 英明 様 

司 会 石川県立飯田高等学校   教頭 青木 信幸 

記 録 北陸学院高等学校     教頭 近藤  聡 

ファシリテーター  石川県教頭・副校長 約 20 名 

 

 

 

発表順 発表都県 発表者(学校名) 発 表 題 

1 長崎県 
田川 茂樹 

（大村） 

長崎県立高校「文理探究科」設置に係る校内組織及び

取り組みについて 

2 鳥取県 
竹歳 真一 

（倉吉西） 

よりよい教育の実践のために 

～教職員いきいき！業務カイゼン～ 

3 石川県 
橋本 竜司 

（小松明峰） 
円滑な学校経営とは ～学校の特色を踏まえて～ 

4 東京都 
小山 多香子 

（東） 

都立高等学校等における通級による指導について 

～外部機関等との連携と副校長の役割～ 

誌上 

発表 
宮城県 

髙橋 秀典 

（柴田） 

働き方改革の取り組み 授業日における｢朝・夕型（フ

レックス）勤務」の導入とその実際 

 

 

 
分科会のタイムスケジュール 

 
★協議の時間は Zoom のブレイクアウトルームを活用して 10名程度の少人数で話し合いを行う。 
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第２分科会 
 

高校教育研究 

  高等学校の教育課程と学習指導に関する諸課題 
 

日 時 ８月４日（木） １４：４５～１６：４５ 

    ５日（金）  ９：３０～１１：３０ 

 

助言者 文部科学省初等中等教育局参事官（高等学校担当） 

参事官補佐          白川 由梨 様 

高等学校教育改革係      小澤 亮介 様 

庶務係長           水野 拓美 様 

     石川県立野々市明倫高等学校 校長 樋口 勝浩 様 

司 会 石川県立輪島高等学校    教頭 春木 利勝 

記 録 石川県立輪島高等学校定時制 教頭 大坪 克哉 

ファシリテーター  石川県教頭・副校長 約 20 名 

 

 

 

発表順 発表県 発表者(学校名) 発 表 題 

１ 福島県 
森 敏行 

（安達） 

言語運用能力の育成に関する研究～グローバル社会

で自己実現できる生徒の育成を目指して～ 

2 岐阜県 
柴田 幸美 

（大垣桜） 

新型コロナウイルス感染症対策下における支援の在

り方～ＩＣＴ機器を活用した学びの保障と教育相談～ 

3 石川県 
石尾 和彦 

（金沢錦丘） 

「探究」の再編を通して推進するカリキュラムマネジ

メントの試み 

4 神奈川県 
日下 肇 

（永谷） 

副校長から見た「１人１台端末」による生徒の学びの

可能性についての調査 

～個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けて～ 

誌上 

発表 
岩手県 

小野寺 訓 

（黒沢尻工業） 
岩手県におけるＩＣＴの活用状況とそこから見える課題 

 

 
分科会のタイムスケジュール 

 
★協議の時間は Zoom のブレイクアウトルームを活用して 10名程度の少人数で話し合いを行う。 
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第３分科会 
 

生徒指導研究 

  生徒指導・進路指導・特別活動に関する諸課題 
 

日 時 ８月４日（木） １４：４５～１６：４５ 

    ５日（金）  ９：３０～１１：３０ 

 

助言者 文部科学省初等中等教育局 

初等中等教育企画課 専門官 水島  淳 様 

     石川県立七尾東雲高等学校 校長 仁八  潔 様 

司 会 石川県立七尾東雲高等学校 教頭 大森 久子 

記 録 日本航空石川高等学校   教頭 青木 洋介 

ファシリテーター  石川県教頭・副校長 約 20 名 

 

 

 

発表順 発表道県 発表者(学校名) 発 表 題 

1 兵庫県 
藤川 弘起 

（洲本実業） 

兵庫県におけるＢＹＯＤ導入時の課題について 

～生徒指導上の問題点を中心にして～ 

2 北海道 
森 雅義 

（遠軽） 
地域に根差した魅力的な学校を目指して 

3 石川県 
赤島 あけみ 

（田鶴浜） 

コミュニケーション能力を高める取り組みの成果と

課題 

4 徳島県 
野田 耕市郎 

（徳島科学技術） 
徳島県における生徒指導の取り組み 

～学校・地域・関係機関の連携と共働～ 

誌上 

発表 
山形県 

五十嵐 真徳 

（庄内総合） 

スマートフォン等の学習ツールとしての活用におけ

る諸課題について 

～-令和の時代を生きる子供達と向き合う為に～ 

 

 

 

 
分科会のタイムスケジュール 

 
★協議の時間は Zoom のブレイクアウトルームを活用して 10名程度の少人数で話し合いを行う。 
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